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７
月
1
日  『
会
報
一
九 

四
号
』
発
行

７
月
2
日  

理
事
会 

（
東
区
）

７
月
2
日  

全
連
小
広
報
担
当
者
会 

（
東
京
）

７
月
9
日  

全
連
小
役
員
懇
談
会 

（
東
京
）

７
月
10
日  

全
連
小
会
長
連
絡
協
議
会 

（
東
京
）

７
月
16
日  

教
育
研
究
小
委
員
会 

（
東
区
）

７
月
23
日  

幹
事
会 

（
東
区
）

７
月
24
日  

教
育
調
査
小
委
員
会 

（
東
区
）

７
月
26
日  

第
１
回
中
国
地
区
理
事
会
・
研
修
会 

（
山
口
市
）

８
月
20
日  

教
育
調
査
全
体
会 

（
東
区
）

８
月
23
日  

第
60
回
県
連
小
教
育
研
究
大
会
東
部
大
会 

（
尾
道
市
）

８
月
27
日  

総
務
会 

（
東
区
）

９
月
2
日  

県
公
連
不
祥
事
防
止
対
策
特
別
委
員
会 

（
立
町
）

９
月
4
日  

理
事
会 

（
東
区
）

９
月
15
日  

速
報
No
３
発
行 

９
月
17
日  

全
連
小
特
別
支
援
教
育
委
員
会 

（
東
京
）

９
月
24
日  

全
連
小
教
育
環
境
整
備
等
委
員
会 

（
東
京
）

10
月
1
日  

県
公
連
理
事
会･

評
議
員
会 

（
立
町
）

10
月
8
日  

教
育
研
究
小
委
員
会 

（
東
区
）

10
月
10
日  

小
学
校
教
育
の
充
実
に
関
す
る
施
策
と
予
算
に
つ
い
て 

                 

提
出
並
び
に
意
見
交
換    

（
県
教
委
）

10
月
11
日  

全
連
小
三
地
区
対
策･

調
研
担
当
者
連
絡
協
議
会 

（
福
岡
）

10
月
15
日   

幹
事
会
・
県
市
連
絡
協
議
会 

（
東
区
）

10
月
22
日   

人
事
給
与
全
体
会 

（
東
区
）

10
月
23
日   

全
連
小
理
事
会 

（
徳
島
市
）

10
月
24
日
・
25
日  

第
76
回
全
連
小
研
究
協
議
会
徳
島
大
会 

（
徳
島
市
）

10
月
29
日  

広
報
委
員
会 

（
東
区
）

10
月
30
日  

教
育
調
査
小
委
員
会 

（
東
区
）

11
月
5
日  

県
公
連
不
祥
事
防
止
対
策
特
別
委
員
会 

（
立
町
）

11
月
7
日  

第
２
回
中
国
地
区
理
事
会
・
研
修
会 

（
山
口
市
）

11
月
8
日  

第
71
回
中
国
地
区
教
育
研
究
大
会
山
口
大
会 

（
山
口
市
）

12
月
2
日  『
会
報
一
九 

五
号
』
発
行　

※

会
場
の
略
号

（
東
区
）  

東
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

（
立
町
） 

広
島
経
済
大
学
立
町
キ
ャ
ン
パ
ス

伝統文化の尊重・郷土愛の醸成を目指して
～伝統芸能「新庄のはやし田」の継承活動を通して～
　本校は、昨年度創立１５０周年を迎えた歴史と伝統のある学校である。し
かし、児童数の減少に伴い、今年度末をもって閉校する。
　閉校にあたって児童の一番の願いは、約５０年間、全校児童で受け継いで
きた伝統芸能「新庄のはやし田」（平成９年国重要無形民俗文化財指定）を、
統合先の学校でも継承してほしいということである。
　そこで、総合的な学習の時間では「新庄の伝統芸能を残そうプロジェクト」
を立ち上げて、「新庄の伝統芸能の魅力再発見！」「新庄の伝統芸能の魅力を
発信しよう！」というテーマで探究的な学習を展開している。
　このような継承活動や探究学習を通して、これまで以上に児童は地域の伝
統文化の素晴らしさを実感し、ふるさと新庄への愛着や誇りを深めている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北広島町立新庄小学校・大丸哲男 ）
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第
六
十
回
広
島
県
連
合
小
学
校
長
会
教
育

研
究
大
会
東
部
大
会
を
、
風
光
明
媚
な
景
観

と
歴
史
・
文
化
な
ど
の
街
で
あ
る
尾
道
市
で
、

開
催
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
五
年
ぶ
り
の
全
員
参
集
、
全

分
科
会
実
施
の
フ
ル
モ
ー
ド
開
催
、
し
か
も

尾
道
市
で
の
開
催
は
十
一
年
ぶ
り
と
い
う
こ

と
で
、
開
催
運
営
の
見
通
し
が
立
た
ず
、
と

て
も
不
安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

し
か
し
、
尾
道
市
小
学
校
長
会
の
衞
藤
会
長

を
中
心
に
、
尾
道
市
開
催
に
向
け
た
前
向
き

な
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
尾
道
市
校
長
会
の

メ
ン
バ
ー
全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
開
催
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
前
向
き
に
開
催
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
尾
道
市
の
教
育
を

適
正
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、
常
に
連
携
を

行
っ
て
き
た
尾
道
市
校
長
会
が
チ
ー
ム
と
し

て
機
能
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

尾
道
市
で
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
検

討
を
し
た
の
が
会
場
で
す
。
当
初
は
、
二
つ

の
会
場
で
の
開
催
を
考
え
ま
し
た
が
、
尾
道

市
に
お
越
し
に
な
る
校
長
先
生
方
の
ご
負
担

を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た
め
に
、
大
ホ

ー
ル
と
十
の
分
科
会
が
開
催
可
能
な
部
屋
が

あ
り
、
近
く
に
駐
車
場
が
あ
る
会
場
を
検
討

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
現
地
に
行
っ
て
検

討
を
繰
り
返
す
中
で
、
尾
道
市
民
セ
ン
タ
ー

む
か
い
し
ま
を
会
場
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
会
場
決
定
後
に
は
、
尾
道
市
の
校
長
一

人
一
人
が
役
割
を
持
ち
、
会
議
を
重
ね
て
当

日
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
と
て
も
お
忙
し
い
中
に
も

関
わ
ら
ず
、
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
、
広

島
県
教
育
委
員
会
教
育
長
篠
田
智
志
様
、
尾

道
市
教
育
委
員
会
教
育
長
宮
本
佳
宏
様
か
ら

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
記
念
講

演
に
お
い
て
は
、
株
式
会
社
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
局
次
長
兼
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

西
山
喜
久
恵
様
か
ら
、「
自
ら
未
来
を
拓
く
子

供
の
育
成
〜
学
校
に
期
待
す
る
こ
と
〜
『
先

生
は
、
ど
れ
だ
け
子
供
を
待
て
ま
す
か
？
』」

と
い
う
演
題
で
、
教
育
者
と
し
て
必
要
な
心

構
え
な
ど
の
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
五
つ
の
領
域
で
構
成
さ
れ
る

十
の
分
科
会
に
お
い
て
は
、
テ
ー
マ
ご
と
に

各
地
区
の
校
長
先
生
方
か
ら
貴
重
な
実
践
が

提
案
さ
れ
、
助
言
者
の
先
生
方
の
丁
寧
な
ご

指
導
の
も
と
、
充
実
し
た
分
科
会
に
な
り
ま

し
た
。

　

本
大
会
の
参
加
率
も
比
較
的
高
く
、
尾
道

市
校
長
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
や
り
切
っ
た
と

い
う
達
成
感
を
味
わ
う
と
共
に
、
よ
り
一
層

強
い
絆
で
結
ば
れ
、
よ
り
強
い
チ
ー
ム
尾
道

市
校
長
会
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

本
大
会
に
向
け
、
県
連
小
事
務
局
の
芳
川

事
務
局
長
に
は
、
来
賓
へ
の
事
前
依
頼
を
は

じ
め
、
多
く
の
面
で
細
や
か
な
ご
助
言
・
指

示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
分
科
会
の

運
営
な
ど
で
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
花
田
委

員
長
を
は
じ
め
教
育
研
究
委
員
会
の
皆
様

に
、
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
七
年
度
は
、
庄
原
市
で
本
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
開
催
準
備
な
ど
を
通
し
て
、

チ
ー
ム
庄
原
市
校
長
会
が
よ
り
強
い
絆
で
結

ば
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
た

再
び
、
同
じ
課
題
や
喜
び
を
知
る
多
く
の
仲

間
が
集
い
、
共
に
実
践
を
交
流
す
る
中
で
、

校
長
と
し
て
の
資
質
・
能
力
を
高
め
る
と
共

に
、本
大
会
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

本
大
会
の
充
実
は
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
県
連

小
の
強
さ
に
な
り
ま
す
。
チ
ー
ム
県
連
小
と

し
て
、
広
島
県
の
全
て
の
子
供
た
ち
を
健
や

か
に
育
て
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
大
会
に
際
し

ま
し
て
、
格
別
な
ご
指
導
、
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
広
島
県
教
育
委
員
会
、
広
島
市

教
育
委
員
会
、
尾
道
市
教
育
委
員
会
並
び
に

福
山
市
教
育
委
員
会
、
と
て
も
暑
い
中
、
駐

車
場
を
担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た
三
原
市
校
長

会
の
皆
様
、
県
連
小
会
長
の
山
田
幸
治
様
や

事
務
局
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
様
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
大
会
を
終
え
て
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

    （
尾
道
市
立
栗
原
小
学
校
）

     

第
六
十
回
広
島
県
連
合
小
学
校
長
会

                                       

教
育
研
究
大
会
東
部
大
会
を
終
え
て

東
部
大
会
現
地
実
行
委
員
長

横
松
和
義

チ
ー
ム
市
町
校
長
会
・
チ
ー
ム
県
連
小
に
向
け
て

　
一
　
研
究
主
題

　
　

自
ら
未
来
を
拓
き　

と
も
に
生
き
る

　

豊
か
な
社
会
を
創
る　

日
本
人
の
育
成

　

を
目
指
す
小
学
校
教
育
の
推
進

　
　

〜
夢
や
志
を
も
ち
他
者
と
協
働
し
て　
　
　

　

主
体
的
に
新
た
な
価
値
を
創
り
出
す
子 

　

ど
も
を
育
成
す
る
学
校
経
営
〜

二
　
期
日

　
　

令
和
六
年
八
月
二
十
三
日
（
金
）

三
　
会
場

　
　

む
か
い
し
ま
文
化
ホ
ー
ル

　
　

向
島
公
民
館

四
　
日
程
な
ど

　

１　

開
会
行
事

　

２　

講　
　

演

　
　
﹇
講
師
﹈　

　
　
　

西
山　

喜
久
恵　

氏

　
　
　

フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
ス
室
局
次
長
兼

　
　
　

ゼ
ネ
ラ
ル
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　
　
﹇
演
題
﹈

　
　
　

自
ら
未
来
を
拓
く
子
供
の
育
成

　
　
　

〜
学
校
に
期
待
す
る
こ
と
〜

　
　
　
「
先
生
は
、
ど
れ
だ
け
子
供
を
待

　
　
　

て
ま
す
か
？
」

　

３　

分
科
会

　

４　

閉
会
行
事

第
六
十
回
広
島
県
連
合
小
学
校
長
会

　
　
　
　
　
　
教
育
研
究
大
会
東
部
大
会
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一
　
は
じ
め
に

　

本
校
は
、
竹
原
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す

る
全
校
児
童
百
七
十
名
の
小
学
校
で
あ
る
。

予
測
困
難
な
変
化
の
激
し
い
時
代
の
中
で
、

学
校
は
、
多
様
な
他
者
と
協
働
し
主
体
的
に

生
き
て
い
く
児
童
を
育
成
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。自
立
し
た
学
習
者
を
育
て
る

た
め
に
は
、ま
ず
、授
業
観
を
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。一

斉
指
導
も
効
果
的
に
行
い
つ
つ
、
今
の
時
代

に
合
っ
た
学
び
の
場
を
作
っ
て
い
け
る
よ
う

国
語
科
を
中
心
に
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
　
授
業
観
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

　

本
校
で
は
昨
年
度
ま
で
、
育
成
し
た
い
資

質
・
能
力
や
目
指
す
児
童
像
を
全
職
員
で
共

有
す
る
取
組
を
行
っ
て
き
た
。本
年
度
は
、

目
指
す
授
業
像
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
共
有

す
る
た
め
の
研
修
を
行
っ
た
。

　

年
度
初
め
に
校
長
か
ら
外
部
講
師
に
研
修

の
趣
旨
を
お
伝
え
し
た
上
で
御
指
導
を
お
願

い
し
、五
月
に
研
究
主
任
が
授
業
提
案
を
行

っ
た
。学
習
意
欲
を
高
め
る
導
入
、自
力
解

決
と
ペ
ア
で
の
活
動
、
揺
さ
ぶ
り
発
問
に
対

す
る
堂
々
と
し
た
児
童
の
説
明
な
ど
、
従
来

の
研
究
授
業
で
見
て
き
た
よ
う
な
「
よ
い
授

業
」で
あ
っ
た
。こ
の
授
業
に
対
し
て
、外

部
講
師
か
ら
「
先
生
が
い
な
く
て
も
自
力
で

読
む
力
を
つ
け
て
い
る
か
」
な
ど
の
厳
し
い

御
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。職
員
へ
の
配
慮
が

必
要
な
場
合
も
あ
る
が
、
授
業
観
の
転
換
を

意
図
し
て
率
直
な
御
指
導
を
お
願
い
し
た
。

　

こ
の
授
業
研
究
を
き
っ
か
け
に
、
研
究
企

画
部
で
根
本
的
な
研
究
の
見
直
し
が
始
ま
っ

た
。こ
れ
ま
で
当
然
だ
と
思
っ
て
い
た
学
習

規
律
や
発
問
の
工
夫
、
授
業
モ
デ
ル
な
ど
を

一
旦
手
放
し
、
児
童
が
自
分
で
学
ん
で
い
く

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
に
焦
点
を
絞
っ
て

検
討
し
て
い
っ
た
。通
常
で
は
年
度
途
中
に

研
究
主
題
を
変
え
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
が
、

職
員
が
納
得
し
て
進
め
ら
れ
る
よ
う
柔
軟
に

対
応
し
た
。校
長
は
、参
考
に
な
る
書
籍
を

手
渡
し
た
り
、
研
修
日
以
外
で
も
相
談
に
応

じ
た
り
し
て
協
議
を
繰
り
返
し
、
新
た
な
研

究
構
想
が
で
き
上
が
っ
た
。

三
　
目
指
す
授
業
像
の
共
有

　

一
学
期
末
に
、
研
究
主
任
が
校
内
研
修
で

新
た
な
研
究
主
題
「
授
業
観
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
！
自
立
し
た
学
習
者
を
育
て
る
授
業
づ
く

り
」と
研
究
の
構
想
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

そ
の
研
修
で
、
校
長
が
授
業
観
察
で
見
付
け

た
児
童
の
望
ま
し
い
姿
を
写
真
で
紹
介
し
た
。

写
真
を
見
せ
な
が
ら
「
こ
の
子
は
自
分
で
掲

示
物
を
見
に
行
っ
て
ヒ
ン
ト
を
見
付
け
て
い

た
。」
な
ど
、
児
童
が
何
を
考
え
て
い
た
の
か

を
説
明
し
た
。教
師
の
教
え
を
待
つ
受
け
身

の
姿
で
は
な
く
、
一
人
一
人
が
自
分
な
り
の

方
法
で
動
け
る
よ
う
な
姿
を
目
指
し
た
い
、

そ
の
よ
う
な
具
体
的
な
授
業
像
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
た
。　

　

目
指
す
児
童
の
姿
が
見
ら
れ
た
授
業
の
交

流
も
、毎
週
金
曜
日

の「
授
業
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」で
継
続
的
に

行
っ
て
い
る
。ま
た
、

授
業
で
目
指
す
姿

を
児
童
と
も
共
有

す
る
た
め
、研
究
企

画
部
で
下
の
よ
う

な
掲
示
物
を
作
成

し
、各
教
室
に
掲
示

し
て
い
る
。

四
　
働
き
方
改
革
時
代
の
授
業
改
善

　
授
業
改
善
と
働
き
方
改
革
を
並
行
し
て
進

め
る
た
め
、
研
修
も
効
率
よ
く
効
果
的
に
行

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
本
校
で
は
「
簡
単

掃
除
」
の
曜
日
に
時
程
を
繰
り
上
げ
、
暮
会

や
研
修
の
時
間
を
確
保
し
て
い
る
。
全
教
員

が
年
間
一
回
は
学
習
指
導
案
を
作
成
し
、
目

指
す
授
業
像
に
向
か
っ
て
実
践
を
行
う
。
こ

の
授
業
研
究
と
は
別
に
、
日
常
的
な
授
業
改

善
の
た
め
、
毎
週
金
曜
日
に
「
授
業
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
」
を
行
っ
て
い
る
。
事
前
に
担
当
者

が
テ
ー
マ
を
周
知
し
、
各
自
が
一
か
月
の
間

に
実
践
す
る
。
資
料
作
成
に
時
間
を
か
け
ず
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
始
め
に
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ス

ラ
イ
ド
に
全
員
が
写
真
を
貼
り
付
け
、
口
頭

で
説
明
す
る
。
こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
あ
る

こ
と
自
体
が
、
テ
ー
マ
を
意
識
し
て
実
践
を

行
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
事
例
の
交
流

も
行
っ
て
い
る
。

個
別
最
適
な
学
び

と
協
働
的
な
学
び
、

業
務
改
善
の
視
点

か
ら
も
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
は

重
要
な
ツ
ー
ル
で

あ
る
。
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
し
た
授
業
観

で
は
、
一
人
一
台
端
末
を
教
師
の
指
示
で

一
斉
に
使
う
の
で
は
な
く
、
児
童
が
必
要
な

時
に
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
教
師
自
身
も
、
教
材
の
作

成
や
形
成
的
評
価
、
授
業
研
究
の
グ
ル
ー
プ

協
議
な
ど
で
、
積
極
的
に
端
末
を
活
用
し
て

い
る
。

五
　
終
わ
り
に

　
学
級
全
体
で
一
斉
に
同
じ
よ
う
に
進
め
る

画
一
的
な
授
業
に
は
限
界
が
き
て
い
る
こ
と

は
、
教
師
の
誰
も
が
認
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

本
校
は
Ｓ
Ｓ
Ｒ
推
進
校
と
し
て
も
、
多
様
性

に
対
応
し
た
個
別
最
適
な
学
び
を
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
授
業
観
の
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
に
は
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ

る
が
、
従
来
の
当
た
り
前
を
問
い
直
す
こ
と

が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
を
作
っ

て
く
だ
さ
っ
た
外
部
講
師
の
先
生
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
　

    （
竹
原
市
立
竹
原
小
学
校
）

竹
原
市
立
竹
原
小
学
校
長

吉
田
美
和

〜
授
業
観
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
〜

「
自
立
し
た
学
習
者
の
育
成
を
目
指
し
て
」
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一
　
は
じ
め
に

　

本
校
は
、
明
治
七 (

一
八
七
四 
）
年
に
開

校
し
、
今
年
度
で
創
立
一
五
〇
周
年
を
迎
え

る
。秋
に
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
で
各
種
記
念
事

業
が
行
わ
れ
る
。そ
の
一
環
と
し
て
、秋
に

は
本
校
卒
業
生
の
シ
ン
ガ
ー
を
招
聘
し
て
、

記
念
講
演
と
子
供
た
ち
か
ら「
八
次
地
域
、

小
学
校
の
良
い
と
こ
ろ
」
を
募
り
、
歌
を
つ

く
っ
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。子
供
た
ち
は
、

「
ど
ん
な
歌
に
な
る
だ
ろ
う
」と
今
か
ら
ワ

ク
ワ
ク
し
て
い
る
。

二
　
校
訓

　

本
校
の
校
訓
は
、
子
供
た
ち
の
成
長
へ
の

願
い
を
込
め
て
、こ
の
地
の
名
「
や
つ
ぎ
」

の
文
字
か
ら
、次
の
通
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。

○「
や
ろ
う（
行
）」―

自
主

　

 

自
主
的
に
健
全
な
生
活
を
営
む
人
に
な

ろ
う

○「
つ
ろ
う（
連
）」―

協
力

　

  

真
に
協
力
的
な
人
に
な
ろ
う

○「
き
ろ
う（
鑽
）」―

創
造

  　

問
題
を
創
造
的
に
解
決
す
る
人
に
な
ろ

う
　

こ
の
伝
統
あ
る
校
訓
を
大
切
に
し
、子
供

た
ち
に
と
っ
て
「
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
自
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
学
校
、「
友
だ
ち
と
協

力
し
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
す
る

こ
と
が
楽
し
い
」学
校
、「
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
て
新
た
な
こ
と
（
も
の
）
を
創
造
す
る
」

学
校
と
な
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
い
る
。

三
　
自
律
し
た
子
ど
も
の
育
成

　

本
校
の
学
校
教
育
目
標
は
、
校
訓
を
基
に

「
進
ん
で
学
び　

と
も
に
伸
び
る―

自
主
・

協
力
・
創
造―
」と
定
め
、目
指
す
子
供
像
を

「
自
ら
考
え　

判
断
し　

行
動
す
る
子
供
」

と
し
、
自
律
し
た
子
供
の
育
成
を
目
指
し
て

い
る
。

　

一
〇
年
後
の
社
会
は
予
測
す
る
こ
と
が
難

し
い
と
よ
く
言
わ
れ
る
。一
〇
年
後
と
は
、

今
の
小
学
六
年
生
が
社
会
に
出
て
い
る
頃
で

あ
り
、そ
ん
な
に
遠
い
未
来
で
は
な
い
。変

化
の
激
し
い
社
会
の
中
で
、子
供
た
ち
が「
な

り
た
い
自
分
」
に
な
る
た
め
に
生
き
て
働
く

力
が「
自
律
す
る
力
」で
あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
こ
と
は
年
度
当
初
教
職
員
全
員
で
確

認
し
、キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を「
信
じ
て　

任
せ
て　

ほ
め
て　

伸
び
る
」と
し
て
、取

り
組
ん
で
い
る
。子
供
の
力
を
信
じ
て
、子

供
に
任
せ
て
取
り
組
ま
せ
、
子
供
が
が
ん

ば
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
ほ
め
て
、

そ
し
て
子
供
が
伸
び
て
輝
く
八
次
小
学
校
に

し
て
い
こ
う
と
、
学
習
の
場
だ
け
で
な
く
行

事
等
い
ろ
い
ろ
な
場
に
お
い
て
、
全
て
の
子

供
に
「
自
分
で
考
え
、判
断
し
、行
動
（
解

決
）
す
る
力
」を
付
け
て
い
く
よ
う
に
意
識

し
て
指
導
し
て
い
る
。

四
　
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

　

本
校
で
は
、
校
区
に
あ
る
八
次
中
学
校
と

共
に
「
八
次
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

の
取
組
を
進
め
て
い
る
。保
護
者
や
地
域
の

方
に
学
校
運
営
協
議
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

「
や
つ
ぎ
を
愛
し
、
自
律
と
貢
献
の
志
」
を

も
っ
た
次
世
代
の
や
つ
ぎ
地
域
の
担
い
手
と

な
る
児
童
生
徒
を
一
緒
に
育
て
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
、
学
校
運
営
協

議
員
と
教
職
員
と
で
熟
議
を
行
っ
た
り
、
中

学
校
で
は
面
談
等
の
練
習
の
際
に
力
を
お
借

り
し
て
一
緒
に
行
っ
た
り
し
て
き
た
。本
年

度
は
、「
学
び
の
応
援
団
」
と
し
て
、学
校
運

営
協
議
員
や
多
く
の
地
域
の
方
が
子
供
た
ち

の
学
び
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。本
校

で
は
、
農
作
業
や
ミ
シ
ン
の
扱
い
方
等
を
教

え
て
い
た
だ
い
て
い
る
。子
供
た
ち
は
「
と

て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
」
と
満
足
し
、
地

域
の
方
も「
子
ど
も
と
一
緒
に
学
習
で
き
て
、

元
気
を
も
ら
っ
た｣
と
喜
ば
れ
て
い
た
。ま

た
、第
六
学
年
の
子
供
た
ち
は
、音
楽
発
表

会
へ
向
け
、地
域
の
伝
統
あ
る
鼓
踊
り
「
ど

ん
ち
ゃ
ん
」
を
地
域
の
方
に
教
え
て
も
ら
い

張
り
切
っ
て
練
習
し
て
い
る
。

　

子
供
た
ち

が
大
人
に
な

っ
て
も「
ふ

る
さ
と
八
次
」

を
応
援
し
続

け
て
く
れ
る

よ
う
、こ
れ
か

ら
も
地
域
と

と
も
に
子
供

た
ち
の
成
長

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

五
　
み
よ
し
結
芽
人
育
成
研
修

　

三
次
市
で
は
、
本
年
度
か
ら
毎
月
一
回
程

度
、
全
小
中
学
校
の
教
職
員
が
集
ま
り
「
み

よ
し
結
芽
人
育
成
研
修
」
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
研
修
は
、
指
導
方
法
・
学
校
管
理
運

営
等
の
改
善
・
充
実
を
図
り
、
児
童
生
徒
一

人
一
人
に
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。小
学
校
で
は
、主
に

算
数
科
の
理
論
研
修
や
授
業
研
究
を
行
っ
て

い
る
。小
規
模
の
学
校
が
多
い
中
、同
学
年

の
教
諭
が
集
い
研
究
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
っ
て
い
る
。

六
　
お
わ
り
に

　

子
供
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
良
い
と

こ
ろ
を
持
っ
て
い
て
、
み
な
自
分
の
人
生
の

中
で
は
主
役
で
あ
り
、そ
し
て
、将
来
の
三

次
市
を
担
う
か
け
が
え
の
な
い
宝
で
あ
る
。

子
供
た
ち
一
人
一
人
が
、
笑
顔
で
キ
ラ
リ
と

輝
く
学
校
に
し
て
い
き
た
い
。

　

三
次
市
立
八
次
小
学
校
長
　
　
赤
木
　
実

「
進
ん
で
学
び
　
と
も
に
伸
び
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　―

自
主
・
協
力
・
創
造―

」

　
　
　
　
自
ら
考
え 

判
断
し 

行
動
す
る
子
供
の
育
成

ゆ  

め  

び  

と
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わ
た
し
が
小
学
生
だ
っ
た
頃
、
学
校
に
は

プ
ー
ル
が
な
く
、
水
泳
の
学
習
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
夏
休
み
に
水
泳
記
録
会
が
あ
り

ま
し
た
。
記
録
会
に
参
加
す
る
の
は
四
年
生

以
上
で
す
。
先
生
や
保
護
者
と
一
緒
に
船
で

沖
美
町
の
無
人
島
に
行
き
、
海
で
記
録
会
を

し
ま
す
。
海
中
で
お
父
さ
ん
達
が
、
百
ｍ
の

ロ
ー
プ
を
岸
に
平
行
に
な
る
よ
う
に
持
っ
て

立
っ
て
い
て
、
そ
の
ロ
ー
プ
に
沿
っ
て
泳
ぎ

ま
す
。
百
ｍ
の
ロ
ー
プ
で
す
か
ら
、
行
っ
て

帰
っ
て
二
百
ｍ
。
そ
れ
を
五
往
復
し
て
、
千

ｍ
泳
ぐ
記
録
会
で
す
。
四
年
生
か
ら
六
年
生

ま
で
経
験
を
積
ん
だ
お
か
げ
で
、
毎
年
、「
千

ｍ
記
録
証
」
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
わ
た
し
は
、「
泳
ぎ
に
自
信
が
あ
る
か
」
と

聞
か
れ
た
ら
何
と
答
え
よ
う
か
迷
い
ま
す
。

競
争
し
た
ら
、
ス
ピ
ー
ド
は
出
な
い
し
、
な

か
な
か
前
に
進
み
ま
せ
ん
。
で
も
、
カ
エ
ル

泳
ぎ
を
し
た
り
、
体
の
向
き
を
変
え
て
横
泳

ぎ
を
し
た
り
、
上
を
向
い
て
泳
い
だ
り
し
な

が
ら
、
息
を
つ
い
で
長
い
時
間
浮
い
て
進
む

こ
と
は
で
き
ま
す
。
だ
か
ら
、
泳
ぐ
の
が
苦

手
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
海
に
落
ち
た

と
き
、
自
分
の
命
を
守
る
力
は
つ
い
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
っ
て
、「
自
信
が
あ
る
」

と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
か
？ 

　

わ
た
し
の
泳
ぎ
は
、
競
争
と
い
う
観
点
か

ら
見
た
ら
苦
手
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
違
う

観
点
か
ら
見
た
ら
得
意
だ
と
も
言
え
ま
す
よ

ね
。
物
事
の
見
方
は
一
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
も
、
得
意
な
こ
と
、
苦
手
な
こ
と
が

あ
る
で
し
ょ
う
が
、
学
校
の
勉
強
や
家
で
の

生
活
、
関
わ
り
の
あ
る
す
べ
て
の
こ
と
に
は
、

全
部
、
価
値
が
あ
り
ま
す
。
無
駄
な
こ
と
は

一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
今
、
が
ん

ば
っ
て
い
る
こ
と
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
役

に
立
つ
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
多

く
の
経
験
を
積
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
江
田
島
市
立
中
町
小
学
校
）

　
今
日
は
皆
さ
ん
に
、
小
学
校
の
先
生
に
な

る
た
め
に
、
教
育
実
習
生
と
し
て
高
須
小
学

校
に
来
て
く
れ
て
い
る
二
人
の
先
輩
を
紹
介

し
ま
す
。 　

　
実
は
校
長
先
生
は
、
二
人
の
こ
と
は
十
年

前
か
ら
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
十
年
前
、

校
長
先
生
が
高
須
小
学
校
の
教
頭
先
生
を
し

て
い
た
時
に
、
二
人
は
五
年
生
だ
っ
た
か
ら

で
す
。
二
人
と
も
今
は
校
長
先
生
よ
り
も
ず

っ
と
大
き
く
な
り
、
そ
し
て
、
小
学
校
の
先

生
を
目
指
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
大
変
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
校
長
先
生
は
皆
さ
ん
に
話
を
す
る
前
に
二

人
か
ら
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
、
そ
の
中
で

皆
さ
ん
に
是
非
伝
え
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
夢
を
見
つ
け
る
た
め

の
ヒ
ン
ト
で
す
。 

　
ま
ず
Ａ
さ
ん
が
小
学
校
の
先
生
に
な
ろ
う

と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
当
時
の
担
任
の
先

生
の
こ
と
が
大
好
き
で
、
「
あ
の
先
生
の
よ

う
に
な
り
た
い
」
と
い
う
憧
れ
の
気
持
ち
を

持
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。 

　
次
に
Ｂ
さ
ん
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
「
人
と

関
わ
る
こ
と
が
好
き
」
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
自
分
の
好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ
と
を

考
え
て
い
っ
た
先
に
、
た
く
さ
ん
の
人
と
関

わ
る
こ
と
が
で
き
る
学
校
の
先
生
に
な
る
と

い
う
夢
が
見
つ
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

　
校
長
先
生
は
二
人
の
話
を
聞
い
て
、
夢
や

目
標
を
持
つ
た
め
に
は
、
な
り
た
い
自
分
を

想
像
し
て
「
憧
れ
る
」
気
持
ち
を
持
つ
こ
と

と
、
「
好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ
と
に
こ
だ

わ
る
」
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
夢

の
実
現
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
二
人
の
先

輩
か
ら
と
て
も
大
切
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
も
夢
を
見
つ
け
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

（
尾
道
市
立
高
須
小
学
校
）

　　　

今
か
ら
四
年
前
の
こ
と
で
す
。
地
域
の
八

十
六
歳
の
お
じ
い
さ
ん
が
、
私
を
訪
ね
て
来

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
じ
い
さ
ん
は
「
話
し
た

い
こ
と
が
あ
る
」
と
私
が
書
い
た
学
校
だ
よ

り
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

　

学
校
だ
よ
り
に
は
、「
川
根
の
地 

こ
っ
そ

り
の
び
て
た 
つ
く
し
ん
ぼ
」
と
新
聞
に
載
っ

た
こ
ど
も
俳
句
と
そ
の
俳
句
を
見
つ
け
た
あ

る
人
が
学
校
あ
て
に
送
ら
れ
た
手
紙
の
一
部

を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。「
私
は
戦
争
中
、
川

根
に
疎
開
し
、
小
学
五
年
生
ま
で
川
根
小
学

校
に
通
い
ま
し
た
。
今
は
遠
く
離
れ
て
暮
ら

し
て
い
ま
す
が
、新
聞
の
俳
句
『
川
根
の
地
』

と
い
う
言
葉
を
見
て
、と
て
も
な
つ
か
し
く
、

七
十
年
以
上
前
の
川
根
を
思
い
出
し
、
思
わ

ず
手
紙
を
出
し
ま
し
た…

（
略
）。」 

　

そ
れ
か
ら
、
お
じ
い
さ
ん
は
次
の
よ
う
な

話
を
さ
れ
ま
し
た
。「
当
時
、
地
域
の
お
寺
に

広
島
か
ら
疎
開
し
て
来
た
子
供
が
た
く
さ
ん

お
っ
た
。
八
月
六
日
、
広
島
に
原
爆
が
落
と
さ

れ
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た

こ
と
を
先
生
か
ら
知
ら
さ
れ
て
校
舎
の
裏
で

皆
で
泣
い
と
っ
た
。
か
わ
い
そ
う
で
見
と
ら

れ
ん
か
っ
た
。
わ
し
が
六
年
生
の
時…

。
わ
し

も
年
を
と
っ
た
の
か
も
し
れ
ん
が
、
そ
の
人

に
会
い
た
い
気
が
す
る
で
。」
地
域
の
お
じ
い

さ
ん
も
、
小
学
生
の
時
、
疎
開
さ
れ
た
方
も
、

今
で
は
九
十
歳
を
超
え
て
お
ら
れ
ま
す
。 

　

戦
争
中
、
小
さ
な
子
供
た
ち
が
田
舎
に
集

団
移
住
し
て
い
た
の
が
学
童
疎
開
で
す
。
学

校
の
歴
史
を
調
べ
て
み
る
と
、「
広
島
市
〇
〇

国
民
学
校
集
団
疎
開
学
童
入
校
式
」
と
書
か

れ
て
あ
り
、
毎
日
食
料
確
保
の
た
め
、
児
童
が

畑
作
業
を
し
て
い
る
写
真
も
あ
り
ま
し
た
。 

　

今
日
は
広
島
原
爆
の
日
。
戦
争
や
原
爆
の

恐
ろ
し
さ
を
知
り
、
そ
の
時
代
の
こ
と
を
皆

で
考
え
、
悲
し
い
出
来
事
が
二
度
と
繰
り
返

さ
れ
な
い
よ
う
に
願
い
ま
す
。
自
分
の
隣
の

人
と
対
話
し
、
自
分
の
意
見
が
言
え
て
、
友
達

の
話
を
聞
く
、
こ
の
こ
と
を
一
人
一
人
が
大

切
に
す
る
高
宮
小
学
校
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　

            （
安
芸
高
田
市
立
高
宮
小
学
校
）

得
意
・
苦
手
は
見
方
し
だ
い

上
本
真
理

理
事

　
「
先
輩
か
ら
学
ぼ
う
」

豊
田
浩
矢

会
員

正
田
政
則

 

会
員

原
爆
の
日
、
平
和
へ
の
願
い 

〜
す
べ
て
の
経
験
に
価
値
が
あ
る
〜
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心
理
的
安
全
性
の
あ
る
職
場
づ
く
り
の
た
め
に

　
今
年
度
か
ら
、管
理
職
の
人
事
評
価
に
「
心

理
的
安
全
性
」
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
。
具

体
的
に
は
、
校
長
の
評
価
項
目
に
、「
教
職
員

が
発
言
・
行
動
し
や
す
い
組
織
風
土
を
創
り

出
す
こ
と
」
が
加
わ
っ
た
。

　
さ
て
、
校
長
先
生
方
に
は
、
心
理
的
安
全

性
の
あ
る
職
場
づ
く
り
の
た
め
に
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。

　
石
井
遼
介
氏
は
そ
の
著
書
の
中
で
、
日
本

の
組
織
で
は
、
話
し
や
す
さ
、
助
け
合
い
、

挑
戦
、
新
奇
歓
迎
の
四
つ
の
因
子
が
あ
る
時
、

心
理
的
安
全
性
が
感
じ
ら
れ
る
と
述
べ
て
い

る
。
　
「
話
し
や
す
さ
」
の
因
子
は
、
最
も
重
要

か
つ
、
他
の
三
つ
の
心
理
的
安
全
性
の
土
台

と
な
る
も
の
。

・
知
ら
な
い
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
時
に
、
そ
の
こ
と
を
自
然
体
で
尋
ね
る
こ

と
が
で
き
る
学
校
で
す
か
。

・
報
告
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、

事
実
は
事
実
と
し
て
上
が
っ
て
く
る
学
校
で

す
か
。

　
「
助
け
合
い
」
の
因
子
は
、
ト
ラ
ブ
ル
に

迅
速
、
確
実
に
対
処
、
対
応
す
る
時
や
、
通

常
よ
り
高
い
教
育
目
標
を
達
成
す
る
時
に
重

要
な
因
子
と
な
る
。

・
問
題
が
生
起
し
た
時
、
人
を
責
め
る
の
で

は
な
く
、
建
設
的
に
解
決
策
を
考
え
る
雰
囲

気
が
あ
り
ま
す
か
。

　
「
挑
戦
」
の
因
子
は
、
組
織
に
活
気
を
与

え
、
時
代
や
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
、
新
し

い
こ
と
を
模
索
し
、
変
え
る
べ
き
こ
と
を
変

え
る
た
め
に
重
要
な
因
子
で
あ
る
。

・
面
白
い
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
い
た
ら
、
み

ん
な
で
共
有
し
て
み
よ
う
、
や
っ
て
み
よ
う

と
思
え
る
学
校
で
す
か
。

　
「
新
奇
歓
迎
」
の
因
子
は
、
こ
の
正
解
の

な
い
時
代
に
あ
っ
て
、
メ
ン
バ
ー
一
人
一
人

が
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
才
能
を
輝
か
せ
、
多
様

な
観
点
か
ら
社
会
の
変
化
を
捉
え
て
対
応
す

る
際
に
重
要
で
あ
る
。

・
役
割
に
応
じ
て
、
強
み
や
個
性
を
発
揮
す

る
こ
と
を
歓
迎
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
学
校

で
す
か
。

　
ぜ
ひ
、
校
長
先
生
方
に
は
、
学
校
に
心
理

的
安
全
性
を
も
た
ら
す
心
理
的
柔
軟
な
リ
ー

ダ
ー
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

藤
井
典
之

教
職
員
課
長

広
島
県
教
育
委
員
会
事
務
局

　 　
校
長
に
な
っ
て
転
任
す
る
先
々
で
子
供
た

ち
に
必
ず
言
い
続
け
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
「『
あ
り
が
と
う
』
を
一
日
十
回
言
い

ま
し
ょ
う
。」
そ
し
て
、「
魔
法
の
こ
と
ば
で

す
。」
と
添
え
る
。

　
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
全
て
の
人
（
家
族
、

師
、
周
囲
の
人
々
）
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
た
い
と
思
う
。
ま
ず
は
、
い
つ
も

元
気
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
子
供
た
ち
に

感
謝
し
た
い
。
こ
れ
が
校
長
に
と
っ
て
唯
一

無
二
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
。

 　
あ
る
日
、
近
所
の
お
ば
あ
さ
ん
が
こ
の
こ

と
を
新
聞
に
投
稿
さ
れ
、
記
事
を
見
せ
に
来

て
く
だ
さ
っ
た
。お
ば
あ
さ
ん
は
元
教
員
。

　
通
り
が
か
り
の
子
供
た
ち
に
「
今
の
校
長
先

生
は
ど
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
」
と

尋
ね
ら
れ
、
共
感
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
の
こ

と
。
子
供
た
ち
が
こ
の
話
を
し
て
く
れ
た
こ

と
は
嬉
し
か
っ
た
。
転
任
す
る
際
に
は
、
坂

田
お
さ
む
さ
ん
の
『
あ
り
が
と
う
の
花
』
を

歌
っ
て
く
れ
た
。

 　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

我
々
教
職
員
が
、
子
供
た
ち
の
幸
福
感
を
改

め
て
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。

情
報
化
の
進
展
、
人
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化

の
進
む
中
、
こ
れ
も
学
校
教
育
の
役
割
と
し

て
重
み
を
増
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
基
盤
は
、

教
室
に
「
あ
り
が
と
う
」
が
あ
ふ
れ
る
学
級

経
営
で
は
な
い
か
。

　
校
長
の
職
に
あ
る
と
楽
し
い
ば
か
り
で
は

な
い
。
悲
し
い
こ
と
、
申
し
訳
な
い
こ
と
、

自
分
の
力
不
足
が
情
け
な
く
な
る
こ
と
。
そ

ん
な
自
分
で
も
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
校

長
職
を
何
と
か
全
う
で
き
て
い
る
。

　
今
日
も
う
つ
む
き
加
減
に
登
校
し
、
そ
れ

で
も
頑
張
る
子
供
た
ち
が
い
る
。
指
導
者
の

立
場
で
肯
定
評
価
す
る
の
も
悪
く
は
な
い
が
、

私
は
、
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
て
「
あ
り
が
と

う
」
と
感
謝
し
た
い
。

（
福
山
市
立
瀬
戸
小
学
校
）

　
今
年
度
の
総
会
・
研
究
大
会
並
び
に
教
育

研
究
大
会
が
五
年
ぶ
り
に
全
員
参
集
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
学
校
に
お
か
れ
て
も
こ
れ
ま
で

縮
小
・
中
止
し
て
き
た
学
校
行
事
や
地
域
行

事
等
が
復
活
し
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
を
見

直
さ
れ
た
り
改
善
さ
れ
た
り
し
な
が
ら
実
施

さ
れ
て
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
働
き
方
改

革
も
さ
ら
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
で

の
学
校
経
営
は
、
校
長
先
生
方
に
と
っ
て
大

変
な
ご
苦
労
・
ご
心
労
が
あ
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
会
報
一
九
五

号
が
発
行
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に

皆
様
方
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

県
連
小
広
報
活
動
が
、
少
し
で
も
皆
様
の
学

校
経
営
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
発
行

に
関
わ
っ
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
と
が
き

簀
戸
浩
之

副
会
長

『
あ
り
が
と
う
の
花
』
の
咲
く
学
校
に


